
シャネルがやり残したこと

スーツを着て社会人一歩を踏み出したのに、、、

実に、全くもって、勿体ない現実があります。

ピッカピカの

自ら社会的地位の向上を叫び始めた。

自信を得た女性たちは、やがて、、、

女性たちは、活動的な新しいファッションにより

それまで男性に限られていた仕事に進出するようになった。

Aya Ohzeki レディースの理念です。



面接の時、入社式の時、社会人一年生成りたての頃、

女性たちの誰もは男性に劣らずの

凛とした仕事服（スーツ）姿です。

女性たちの内部で学生気分からビジネスパーソンへと

大きな意識改革が始まっていた筈なのに、、、、

それにより、

筈なのに、、、どうしてオフィスレディは

そのスーツを脱ぎ捨ててしまうのでしょうか？

社会人デビュー間もなくして

男性から見ますと、女性は服装で、損をしている部分があると思うのですが、、、、

その後、社会人デビューした多くの女性たちは、

スーツを着用しないオフィスレディ人生へと入っていきます。

男性からどのように映っているのかを意識したことがあるのでしょうか？



このような感想は、厳しい競争を勝ち抜いて現在に至る
管理職や経営陣になるにつれて強いようです。

一部男性の感想をご紹介しますと、、、、

男性がスーツ姿の職場なのに、女性
は私服でもいいよ、という慣習は男
尊女卑とも言えます。これでは仕事
意識の低さで女性を責めることは出
来ないと思います。

前頁にあります女性たちと左の男性達
とを見比べてみてください。
ビジネススピリットとビジネスマナー
を強く感じるのはどちらでしょうか？

大袈裟ではなく、仕事は自分も含
めて家族を守り幸福を達成する人
生そのものと言えます。

仕事には厳しさがあって当然です。
身と心を引き締め全力で挑んでこそ
企業は社会の競争に勝利し利益を計
上できるわけです。

男性管理職が頭を悩ます問題のひと
つに女性社員への服装注意がありま
す。

女性はオシャレですから思い思いの
ファッションを楽しもうとします。
時には華美になったりエロチィック
になることもあるでしょう。

どうしても、自分たち男
性と同じステージに立っ
ているとは思えないので
す。

ファッションを楽しんでい
るだけのように思えてなら
ない。せめて見かけだけで
もそれなりにして欲しい。

プライベートと職場との
気持ちの入れ替えが出来
ているのだろうか？

カジュアル服で仕事する
女性たちは、

そもそも、
女性に、プロフェッショナルとか
企業戦士という意識を期待するの
が無理なのだろうか？

カジュアルの女性って、
プロフェッショナルに見
えないので損をしている
と思う。

男性と同じに仕事でき
ても、服装で軽く見られ
てしまっている。

服装に関して（セクハラなど
で）男性からは強く言えない風
潮があります。

先輩（男性）を見て、自分た
ちで気付くべきだと思います。

男性からしますと、カ
ジュアル服での勤務は女
性の特権であり、甘えの
象徴としか映りません。

野球をするなら野球のユニ
フォーム、サッカーするなら
サッカーのユニフォーム着て
はじめて仲間と思ってもらえ
るわけですよね。

その原理すら分かっていな
いように思うのです。



手っ取り早く一発で解決する方法は、
女性にだけ左のような事務服を支給
することです。でもこれでは男性の
補助をしていればいいよ、と言って
いるようなものです。

女性が男性と同じ品格のビジネス
スピリットとマナーを持つには、
それなりの女性オフィスファッ
ションの誕生が必須だと思うので
す。

人がファッションを創造し、ファッションは人をつくる

スクールタイ＆リボンタイは、初々しさ、可愛さ、清純さのシンボルです。
女子高生

企業は、働く女性に『初々しさ』『可愛さ』『清純さ』を求
めているでしょうか？

いまどきの

時代が働く女性に求めているのは、『男性と同品格のビジネ
ススピリット＆ビジネスマナー』ではないでしょうか？

（厚生労働省の指導に対して、企業側が問題視した働く女性の労働意識内訳）

ファッションは人を作る、と言われていますが、➡スクールタイ
付きの事務服（制服）を着せられている女性が陥ってしまう労働
者意識とは？

・仕事に燃えている訳じゃない、
・責任ある地位に就きたいと思わない、
・どうせ結婚するまでの止まり木だから、
・男性の補助で満足している、
・給料安くても楽なほうがいい、
・達成感よりも楽しく仕事したい、

本質的には、
昭和時代と
ほとんど

変わっていない！

女子高生

こうなってしまうのは、仕方ないことかもしれません。

人は服装により思考パターンまでもが変わってしまう
そうですから、

人は見た目が９割の著者、
竹内一郎様のお言葉より



保育園児＆幼稚園児

保育園児＆幼稚園児は、ラ
ンドセルを背負って小学生
となります。

ピッカピカの一年生

人がファッションを創造し、

ファッションは人をつくる

それまで小学生だった児童た
ちは、中学校の制服を着用す
ることによって、見事に中学
生へと急成長を果たします。

山ガール、農ガールなど、特に女性はファッションからその世界に入る傾向が強いのも特徴です。



ファッションが持っている魔法の力によって

女性の社会的地位の向上、女性の社会進出、女性管理職登用、国連女子差別撤廃委員会、

『馬川（ウマカワ）』という言葉があります。馬を水辺へ連れ
て行っても馬が川の水を欲していなければ馬は水を飲みません。
喉が渇いてどうしようもない時、人も動物も自ら水源を探すこ
とでしょう。

（厚生労働省の指導に対して、企業側が
問題視した働く女性の労働意識内訳）

・仕事に燃えている訳じゃない、
・責任ある地位に就きたいと思わない、
・どうせ結婚するまでの止まり木だから、
・男性の補助で満足している、
・給料安くても楽なほうがいい、
・達成感よりも楽しく仕事したい、

女性の意識が変わっていく！

政府は法を整備して女性の社会進出や地位の向上を促しておりま
すが、当の女性たちの働く意識に大きな変化は起きていないよう
です。働く女性たち自らが欲しない限り、ウマカワ現象は続くと
思われるのです。
時代が、働く女性たちにせっかくチャンスを与えて下さってい

るのに、実に勿体ないことです！

これらの意識改革を促す策のひとつとしまして、女性が
何の押しつけを抱くこともなく、喜んですんなりと受け
入れてくださる方法があります。それは、女性が最も興
味を抱くファッションが持つ魔法の力によって働く女性
の意識改革を進めて行く方法です。



という言葉を実証するアンケート結果が出ています。

『責任ある地位に就いている女性、意識の高い女性は、
一定の割合で仕事にスーツを選ぶ傾向にあります』

・調査概要：「上司の服装に関するアンケート」は2015年2月5日～12日、インターネット上で実施。
対象は、：（上司）20代～50代で年収600万円以上の課長以上の役職につく正社員

・女性管理職の７６.４％が、
『服装にとても気を使っている、

やや気を使っている』と答えました。

・服装に気を使っている女性管理職の88.４％が、

仕事上の業績・成果目標に対して
『充分に達成している、やや達成している』と答えました。

・服装に気を使っていない女性管理職の４２％が、
仕事上の業績・成果目標に対して

『まったく達成していない』と答えました。

・服装に気を使っている女性管理職の8５.９％が、
勤務先から

『充分評価されている、やや評価されている』と答えました。

・服装に気を使っている女性管理職の９１％が、

『部下との人間関係が良好である』と答えました。

・服装に気を使っている女性管理職の８５.９％が、

『部下との報連相がしっかり成されている』と答えました。

（リクルートキャリア）



責任ある地位に就いていらっしゃる女性、志の高い女性は、
スーツorジャケットを着用しています！

ぐんま女性議員 東京研修

愛媛の女性議員が全員集合し、高木衆議院議員と、

女性活躍推進 有村女性活躍担当大臣と

2014年 女性閣僚

2011年 議員と各省庁との意見交換会 2016年 女性活躍推進本部 加藤大臣に提言書提出

ネット上に露出してありましたお写真を使用させていただいております
ことをお許しください。ファッションと志は一致することを日本中の女性
の方々にご理解いただくのに際して、言葉など何も要らないほどにたいへ
ん説得力あるお写真ですので、この場を借りまして掲載を容認下さいます
ようお願い申し上げます。

写ってらっしゃる女性議員先生方への切なるお願い。

何らかの事情により掲載を不許可の場合にはお手数ですがご一報くださいますようお願
い申し上げます。



こんなに似合っていたのに、、、、

どうしてスーツを着なくなってしまうのでしょう？



オフィスレディは何故、
就活スーツを脱ぎ捨てるのでしょう？

胸元が寂しいからです！

女性ならば ・ ・ ・ こんな思い、一度は経験したはずです。

・下の写真は、たぶん同期のお仲間だと思いますが、
盛り上がって熱くなってきたのでしょう。

・男性は上着を脱いでもネクタイがありますので、
ビジネスコードを充分に保てます。

女子がジャケットを脱いだら下の写真のようになってしまいます。

・男性は上着を脱いでいますが、女性はみな着たままです。
どうしてなのでしょう？

上着を脱ぐと普段着とか室
内着に見えてしまいます。
おばさんファッションに近
いとも言えます。

女なら誰だって、美しくあり
たいですし華やかに見せた
いものです。

社内でこんな地味な格好し
てるところ、男性に見られる
のはイヤです。

女なのに、ネックレスもブ
ローチもつけられないなん
て・・・悲しくなります。

→ 正装感もオシャレ感も失いません。←ネクタイがあるからです。

例えネクタイをゆるめても
最低限度のビジネスコードと
オシャレが保たれています。



シャネルは女性の社会進出に大貢献した！
でもやり残していたことがありました。

シャネルは、男性の特権だったスーツ、ズボン、ワイシャツを

積極的に自らのファッションに採り入れた

?
レディースネクタイ

シャネルは２つの世界大戦を経験している。

第一次世界大戦のころ

女性が社会に出て働くことはタブーだった。

シャネルは女性ファッションに革命をもたらし

女性の社会進出に大貢献を果たした！

そのシャネルがたった一つやり残したことがあった。

それは女性用ネクタイの開発である。

女性用ネクタイが存在しないことを

ファッション業界の不思議と思っている人もいるが、
それは単に、彼女が積極的に売り出していたイミテーションパール（宝飾品）を

優先的に販売したかっただけなのでは？と思えてなりません。

もしも、、、、あの時代

シャネルが発表していたら

ブレザーやズボンやシャツがそうであるように、

現代に生きる

ネクタイを着用していたに違いないと思うのです。

世界中の働く女性たちがあたり前に

ネックウェア



女性用ネックウェアが存在しないことの方が、

これだけ多様化している現代に

女性は男性の何倍も何十倍もオシャレなはず。
その女性の胸元が、ずっと寂しいままなのです。

不自然に思えるのです。

ないことの方が不自然です。

やっぱり、



今まで無かったことが不思議です。

男性と同格のビジネスコードを手に入れましょう

女性が輝く日本に向かって！


